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Ab8tract 　 We 　have　developed　information　systems 　aロd　contents 　for　regional 　portal　sites　as　learning　theme

of 　p啝 ・based　learning　in　our 皿 iversjty　in　orCler　to　sustainably 　mmage 血e　sites　by　e血 ancement 　of 血e

contents ．　Last　year，　we 　developed　a　contents 　management 　system 　and 　contents 　for　a　regi 。 nal　community 　and

provided　them　to　a　regiona1 　portal　site，：［his　paper　presents　results 　of 　this　developmenし
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1 ．は じめ に

　 少 子 高齢化 ・安全安心 の 確保 な ど，さま ざま な 課 題

を抱える 目本 の 地域社会 にお い て，人 の つ なが りや 地

域社会 の 重 要 性 が 再 認 識 され る 中 ，
ICT （lnformatien −

Communication　Technology ） を活 用 し こ れ ら の 課 題 を

解決す る こ とは地域 の 共 通 の テ
ー

マ で あ る，しか し，
多 くの 地 域 で は ，ICT の 利 活 用 は 立 ち遅れ て お り，地

域 の 課 題 解決 に 十分 に つ な が っ て い る と は 言 え な い 現

状が ある．地域 ポータル サイ トは，地域 に お ける さま

ざ ま な情報を 蓄積 ・発 信 ・他者 との 共 有を 行 うた め に

有 効 なICT 活 用 の
一

つ の 手 法 で あ り，個 人 の イ ン タ ラ

ク シ ョ ン に よ り他者 とっ なが る ソ
ー

シ ャ ル メデ ィ ア が

台頭す る 以 前か ら展 開され て い る ，し か し，地域 ポー

タ ル サ イ ト の 多 く は ，運 用 に 必 要 と なる ハ
ー

ドウ ェ

ア
・

ソ フ トウェ ア ・人的 リ ソ
ー

ス に 関す る コ ス トの 問

題 が存 在 す る た め，地 域 の 事 業 者 か らの 広 告 や一定 の

ア ク セ ス 数 に応 じて 得 られ る ア フ ィ リエ イ ト等 の 収 入

に よ り， 情報 シ ス テ ム ・コ ン テ ン ツ の 充 実 を 図 る こ と

が 極 め て 難 し い ．

　
一

方，地 域 の 大学で は，従来 の 講 義 ・実習 型 の 学習

形式 で は な く，学生 が グル
ープ に な っ て 議論 を行 い 分

業 しな が ら学 習 す る こ と に よ り，さま ざま な知 識 や 技

能 を学 生 が 主 体 的に 理 解 し問 題 解 決 を 図 る プ ロ ジ ェ ク

ト型 学 習 〔PBL ； Project−based　Leaming） が 導入 され て

い る，さ らに，特 に，大 学 にお け る 学 士 力 に 関す る 方

針の 明確化 に 伴 い ，特定の 分野 に お け る知識や ス キ ル

を積極的 に活用 して 実践的な問題解決 に あ た れ る人 材

の 育成 を 行 うこ と が 求 め ら れ て い る．こ の た め ，学 生

の 身近な問題 を学習 テ
ー

マ と して 設定す る こ とに よ り

学生が 問題解決 に 当た りやす く工 夫 し，ま た，学習成

果 を他 者 と共 有す る こ とに よ り学生 へ の 学 習 の 気付 き

と後輩 へ の コ ン ピ テ ン シ ー形成 の
一

助 とす るた め の 知

識 の 循 環 の 仕 組 み が 必 要 とな っ て い る，
　 本 研 究 に お い て は，地 域 ポ ータ ル サ イ トとプ ロ ジ ェ

ク ト型学習 が持 つ 特性 を組み 合 わせ る こ とに よ り，本

学の 情報 系 プ ロ ジ ヱ ク ト型 教育の 学習 テー
マ と して 地

域 ポータル サ イ トの た め の 情報 シ ス テ ム ・コ ン テ ン ツ

を開発 し，持続的な地域ポー
タル サイ トの 運 用 に 向け

たサイ トの 充実に 関す る取 り組み を行 っ て い る［1，
2］．

昨年度，サ イ ト運 営に お い て 生 じ た 障害 とそ の 対 策 と

して の 地 域向け CMS （Contents　Management 　Syst  ）

の 開 発 ， 地 域 の 様 々 な分 野 の Webサ イ ト （以 下 ， 地域
サ イ ト）の た め の コ ン テ ン ツ 作 成 ・管理 を 実 践 し地 域

ポー
タ ル サ イ トと結 び つ け る こ とに よ り地域 ポータ ル

サ イ トを充実させ る 取 り組 み に つ い て 報 告す る．

2 ．地域サ イ トと情報 系プ ロ ジ ェ ク ト教育

2 ．1　 千 歳市 での 地 域 ポータ ル サ イ トの 取 り組 み

　 千 歳 市は 北 海 道 の 空 の 玄 関 口 で あ る新 千 歳 空 港 の あ

る 人 口 約 8万 人 の 札 幌 近 郊 都市 で あ る．こ こ で は 地 域

情報化 の
一

環 と して 地 域 ポータル サ イ ト 「ハ ロ
ーち と

せ 」 を運 用 して い る ［1，2，4］．図 1に トッ プ ペ ージ を示

す．産 官 学 連携 に よ り 設 立 さ れ た NPO （Non−Prefit
Organization） 法人 を 中核 に協議会 を構成 して い る．構

成 メ ン バ ーは 千 歳 市，千 歳 科 学 技 術 大 学 ，千歳 社 会 福

祉協議 会．千歳 市教育委 員 会 ，千 歳 商工 会 議 所 ，千 歳

市商店街振 興 組合連合 会 ， 千歳市内事 業 者お よ び 市民

で あ る．業務内容 は 協議 会 に よ り決 定 され，実 質的 な

更新作業 は市内の コ ン テ ン ツ 業者 に 委 託 され て い る．

運 営に か か る経費は 行 政 が 負 担 し ， 技 術支援 を大 学 が
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行 っ て い る．サ イ トの 知名度や 有用 性 を 高 め，持続 可

能 な運営 と し て 展 開す る こ とが 課 題 とな っ て い る．
　昨年度，運 用 に お い て CMS の バ グ と ハ

ー
ドウ ェ ア の

故障 に よ り サ
ー

ビ ス が 停 止 す る 障 害 が 発 生 した．障 害

復 旧 で は ，そ れ ま で の 運 営 の 経緯 か ら採用 され て き た

異なる情報 シ ス テ ム や プ ロ グ ラム が 存在 し，復 旧 に 時

間 を要 す る 問題 が 生 じた．人 的 リ ソ
ー

ス に 限 りが あ る

地 域 ポー
タル サ イ トで は ，何 ら か の 方法 で 迅 速 に 障 害

か ら復 旧す る仕 組 み を構 築す る こ とも 課題 とな っ た．

図1 「ハ ロ ー
ち とせ 」 トッ プペ ージ

2 ．2　 シス テ 厶 ・コ ン テ ン ツ に対 す る 地域 の ニ
ーズ

　今 日 ， 地 域で は 日 常的 に，商業 目的 の Web サ イ トを

運 営 し た り ，プ ロ グ や SNS （Social　 Networking
System） 等 の ソー

シ ャ ル メ デ ィ ア を活 用 した 情 報 発 信

が 行 わ れ て い る．一方 で ，地域で は，経 費や 管理 す る

人材 が い ない 等 の 理 由 に 情報化 が 遅 れ て い る コ ミ ュニ

テ ィ （団体 ・町 内 会等） も存在す る．こ の よ うな コ ミ

ュ ニ テ ィ で は，そ の 規模 に応 じて 有 益 な情報を 保有 し

て い る ケ
ー

ス もあ る ．ま た ，地 域 の 小 ・中 学 校 で は ，
デ ジ タル 化 され た 学習教材を利用 し た ブ レ ン デ ッ ド型

教育や副 教材 と し て の 学習教材 の 利用 が行 わ れ て い る．
博物 館 な どの 公 共 施設 で も子 供 た ち に 地 域 の さま ざ ま

な分野への 興味関 心 や 身近 な 問題 を啓蒙す る た め に，
デ ジ タル 学 習教材 の 利 用 に 注 目が 集 ま っ て い る．し か

し，教 師 や 学 芸員 自らが 学習教材 を作 成 す る た め に は ，
専 用 の ソ フ トウェア の 操作 が 必 要 と な り，そ の 作成の

ハ
ードル は 高い ．コ ミ ュ ニ テ ィ が 有す る情報や学習教

材 をWeb 上 に 公 開 し，地 域の 人 々 に 幅広 く利用 し て も

らい た い ／ し た い とい う ニ ーズ が 存在す る こ とか ら，
そ れ らの ニ

ーズ と 地 域ポ ータル サ イ トを有機的に 結び

つ けれ ば，地 域 に お け る さ ま ざま な 分野 の 情報 化 の 促

進 と，それ ら の ニ
ーズ に 基づ く情 報 シ ス テ ム ・

コ ン テ

ン ツ を 内包 す る 形 で 地 域 ポー
タ ル サ イ トの 充実化を図

る こ とが 期 待 で き る，

　昨 年 度，千 歳市 内 の 団体 に対 して 行 っ た 情報 シ ス テ

ム ・コ ン テ ン ツ に 対す る ニ
ー

ズ に つ い て の ヒ ア リン グ

調 査 で は，千 歳市環境課 ・千歳サ ケ の ふ る さ と館 （水

族 館 ） か らWeb サ イ トの 構築，学習 教 材 の 作成が 要望

と して 挙 げ られ た．
2 ．3　情 報 系 プ ロ ジ ェ ク ト教育

　本学で は ， 学 部2 ・3年生 を対象 に，情報 技 術 を活 用

して 実 践 的 な 問題解決 に あた られ る学 士力 を 有す る人

材の 育成 を 目的 と した 情報 系 プ ロ ジ ェ ク ト教育を 実施
し て い る，こ の プ ロ ジ ェ ク ト型 学習 の 学 習 テー

マ に 地

域ポー
タル サ イ トの た め の 情報 シ ス テ ム ・コ ン テ ン ツ

の 開 発 を設 定 し て い る．個 々 の 開発 内容 は ， 教 員 と地

域 の 団体 ・組織 との 間で 行 われ るニ ーズ 調 査 ・学 習内

容 ・学習 期 間 に つ い て の 事前協議 に よ っ て 決 定 され る ，
そ の 後，学 生 は興味を持 っ たテ

ー
マ にっ い て 学習を行

い ，必 要 に応 じて 地 域の 担当者 と の 打 ち合 わせ を行 う．
学習 の 最 終 週 で は，地域の 人 々 を 交 えて プ レ ゼ ン テ

ー

シ ョ ン を 実 施 し，学 生 は 学習成果 を報 告 す る，開発 し

た情 報 シ ス テ ム ・コ ン テ ン ツ は，地 域 ポータル サ イ ト

上 にUP ，ま た は，リン ク す る形で 公 開 され る ．

　実 施 に 当 た り，情報系 科 目全般 の 見 直 しを行 い ［3】，
プ ロ グ ラ ミ ン グ科 目 と プ ロ ジ ェ ク ト型 学 習科 目 の 連携

を 図 っ て い る （表 1）．2年生春学 期 に は ，プ ロ グ ラ ミ

ン グ ス キル に お い て C言 語 に よ るプ ロ グ ラ ミ ン グ実習

を行 い 文 法 ・論理 的思 考 ・ア ル ゴ リズ ム 等 を学習す る．
シ ス テ ム デ ザ イ ン プ ロ ジ ェ ク トA に お い て 本学用 の e ラ

ー
ニ ン グ教材 の 作成 を 通 じて ， Flashの 操作方法 に つ い

て 学 ぶ．2年生 秋学期 に は，オ ブ ジ ェ ク ト指 向 プ ロ グ

ラ ミン グ に お い て Java言 語 に よ る プ ロ グ ラ ミ ン グ実習

を実 施 し，継 承 ・Swing・イ ベ ン ト処 理 に つ い て 学習

す る ．シ ス テ ム デザイ ン プ ロ ジ ェ ク トB に お い て ，学

習テー
マ に 地域向け 新 しい 情報 シ ス テ ム ・

サ
ー

ビ ス の

提 案 を設定 し，グル
ー

プ に よ る議論 とポ ス タ
ー

に よ る

プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン を行 う．こ れ に よ り，2年生 の 段

階 で ，プ ロ ジ ェ ク トの 進行方法 と提 案 方 法 に っ い て 練

習 させ る．3年 生 春学期 に は ，Web ア プ リケー
シ ョ ン

開発 にお い て Javaサ ーブ レ ッ トに っ い て 学 習す る ．シ

ス テ ム デ ザ イ ン プ ロ ジ ェ ク トC と3年 生 秋 学 期 の シ ス テ

ム デ ザ イ ン プ ロ ジ ェ ク トD にお い て ，地 域 の ニ
ーズ に

基 づ い た 情報 シ ス テ ム ・コ ン テ ン ツ の 開 発 を行 う．全

科 目週 2 コ マ
・全 15週 とし て い る，な お，シ ス テ ム デ

ザ イ ン プ ロ ジ ェ ク トB は他 の 学習 テ ー
マ と並 行 して 行

われ る た め，7週 分が 情報系 に 割 り当 て られ て い る．
　昨年 度，地 域 ポータ ル サ イ トに 関す る 学習 テ

ー
マ を

選 択 し た 学 生 は ，
シ ス テ ム デ ザ イ ン プ ロ ジ ェ ク トC に

お い て 4名，シ ス テ ム デザ イ ン プ ロ ジ ェ ク トD で は8名

で あ っ た．教員側は，情報 系分野の 教授 1名，助教 1名，
TA （Teaching　Assistant） 3名 を 配置 し た．

表1 プロ グ ラ ミ ン グ科目と プ ロ ジ ェ ク ト型学習 科 目

春学期 秋 学期

プ ロ グ ラ ミ ン グ ス キ ル

（必 修 ）

オ ブ ジ ェ ク ト指 向 プ ロ

グ ラ ミ ン グ （必 修 ）
2

年

生
シ ス テ ム デ ザ イ ン プ ロ

ジ ェ ク トA （必 修 ）

シ ス テ ム デザ イ ン プ ロ

ジェク トB （必 修 ）

Web ア プ リ ケ ーシ ョ ン

開発 （選択）
3

年

生
シ ス テ ム デ ザ イ ン プ ロ

ジ ェ ク トC （必 修）

シ ス テ ム デザイ ン プ ロ

ジ ェ ク トD （必 修 ）

2 。4　地域サイ ト向 け コ ン テ ン ツ 管理 シ ス テ 厶

2．1に お い て 示 し た 昨年度生 じた 障害 に対 して ，管理
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コ ス トを低 くす る ため に，運 用に 用 い るCMS を大学主

体で 新たに 開発 し た，本CMS に よ り，記 事 と添付デ
ー

タ （画 像，PDF 等） を体 系 的 に 管 理 し，　 Web 上 に 情報

発信するこ とが で き る．2．2に お い て 示 し た情報化 が 遅

れて い る コ ミ ュ ニ テ ィ の 地城サイ トを同 じCMS で 管理

すれ ば地域 の 情報 化 も期 待で き る，コ ン テ ン ツ 開発 同

様 に，プ ロ ジ ェ ク ト型学習に お い て 学生がCMS の 機能

を 開 発 す る こ と を意識 し ， Java　Webア プ リケーシ ョ ン

フ レ ーム ワーク で あ るApache 　Click［5】を 用 い た．　 Click

は 画 面 処理 を フ ォ
ーム 部品 コ ン ポーネ ン トとイ ベ ン ト

処 理 に よ り記 述 す る た め，Swing同 様，1つ の ク ラ ス 内

で 複数の 動 作 を記 述 で き，か っ ，少 な い 学習 で 開 発 可

能で ある，事前 に，市内に 存在す る 地域サイ トを調 査

し，サイ トが 取 り扱 う情報の 特性を調 査 した．こ の 結

果 に 基 づ き，地域 サ イ トが 取 り 扱 う情 報 を4つ に 分 類

した （表 2）．  は記事内容 が 自由 に変更され る もの

（例 ： ニ ュ
ー

ス ，プ ロ グ等）．  は普 通 の HTML ペ ー

ジ，  は 記 事内容 が 形 式を 有 し，かつ 自由 に 変更 され

る もの （例 ： イベ ン ト情報 （日 時 ・場 所 ・内容 等） 〉，
  は 記 事の 内容 が 形 式 を 有 し ， か っ 変 更 が な い ／ 変 更

が 極端に 少 な い もの （ロ ケーシ ョ ン 情 報 ，店舗 の 住 所

等）．分類      に基 づ き，CMS に お い て 様々 な地 域

情報を
一

元 的 に 取 り扱 うた めDB 設 計 を行 っ た ，記 事

の 作成 に 当 た り，CMS 利 用 者 に は地 城 の 組 織 の 担 当者

が想定され るた め，JavaScriptラ イ ブ ラ リYUI 【6】を 用 い

て ，MS・Wordに似 た 操 作 に よ り記 事f乍成 を 可能 と した．

表2 地域サ イ トが取 り扱 う情報の 分 類

動的 に管理 され る 静的に 管理 され る

非定型    

 
定型
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図 3 デジタル 環境白書

3 ．昨年度開発 した プロ ジェ ク ト型学 習 に よ る

地域サ イ トのための情報 シス テ ム ・コ ン テ ン ツ

3 ．1　 千歳 市環 境 課デ ジ タ ル 環境 白書

　千 歳市環 境課 で は ， 冊 子 と して の 環境 白書 を 市内 の

小学校 の 総合学習 に お い て 配 布 し，小 学生 に身 近 な 環

境 につ い て の 理解 を深 め て もらう啓蒙活動を行 っ て い

る．小 学生に 内容をよ り分 か りやす く理 解 し て も ら う

こ と を 目的に ，同 課 保有 の 平成22年度版環境 白書をデ

ジ タ ル 化 し た （図3）．白書内か ら必 要な内容を抜き

出 し，さらに，文中で 用 い る漢字を小 学校3 ・4年生を

対 象 と し て デジ タ ル 化 を 図 っ た ，ま た ，複雑 な内容 は

ア ニ メ
ー

シ ョ ン を使用す る こ とに よ り理 解 しやす くす

る た め の 工 夫 も 図 っ た． コ ン テ ン ツ 作成 に は Adobe

Flashを用 い た．4名 の 学 生 が 作 成 に 当た っ た ．

3 ．2　 サ ケ の ふ る さ と館 Web サ イ トとパ ズ ル コ ン

テ ンツ

　 サ ケ の ふ る さ と館 の W 。bサ イ トの 作 成 を 行 っ た．サ

ケ の ふ る さと館 で は，行 政 の イ ン トラネ ッ トワ
ーク を

利 用 しイ ン ターネ ッ ト上 の Webサ イ トを公 開 して い る．
し か し，回 線 が 低 速 の た め，動 画 や 高 精 細 の 画 像 デー

タ を公開 で きない 状況 に あ る．こ の た め，Web サ イ ト

自体 を 地域ポータ ル サ イ トに移行 し，2．4に お い て示 し

たCMS に よ る更 新 を行 うこ と と した，ま た，集 客 率 を

高 め るた め に パ ズ ル コ ン テ ン ツ を作成 し た．本 コ ン テ

ン ツ は，Adobe　Flashを用 い て ，読み込 ん だ画像 データ

をM × N に分 割 し ラ ン ダ ム に 配 置 す る こ と に よ りパ ズ

ル を 生成す る，ユ ーザは 交 換 した い パ ズ ル の ピース 同

士 を ク リ ッ クす る こ とに よ りパ ズ ル を 完成 させ る こ と

が で き る．パ ズ ル に用 い る画 像 フ ァ イル を 変 更 す る こ

と に よ り，表 示 され る 絵 柄 を 変更す る こ とが で き る ，

学 生 3名 が 作成 に 当た っ た ．現在，Wcb サ イ トの 公 開

に向 け て 関係 団 体 と調 整 を行 っ て い る．
3 ．3　 サ ケ の ふ る さ と館 向 け ク イ ズコ ン テ ン ツ

　昨 年 度 ， プ ロ ジ ェ ク ト型 学習プ ロ ジ ヱ ク トに お い て

作成 した 環 境 クイ ズ コ ン テ ン ツ ［1，2］を改 良 し，サ ケ の

ふ る さ と館 内 に 設 置 され て い るPC 端 末 に お い て 利用 可

能 な サ ケ に 関す る クイ ズ コ ン テ ン ツ を作成 し た．ユ
ー

ザ は 出 題 され る 問 題 に 4択 で 解答す る こ と が で き る ，
こ の コ ン テ ン ツ の 作成 に はAdobe 　Flashを用い た．コ ン

テ ン ツ はCSV （Comma −Separated　Values） フ ァ イ ル か

ら問題 と解 答 を 読 み 込 み ，ユ
ーザ か らの 入 力 に 対 し て

正 誤 判 定 を行 う．さ らに ，CSV フ ァ イ ル の デ ー
タ に 画

像データ を指定す る こ とに よ り ， 出 題 時 に画 像 を 表 示

す る こ と もで き る．学 生 1名 が 作 成 に 当 た っ た，
3 ．4　色彩特徴 に よ る類似画像検索 シス テ ム

　サ ケ の ふ る さと館 で は ， 魚 に 関す る多く の 画 像デー

タ を保 有 し て お り，デ ジ タル 化 に よ り百 科 事 典 的 コ ン

テ ン ツ を作成 で き る 可 能性 が あ る．こ の た め，魚 の 画

像 データ を検索 で き，詳 細 情 報 を表 示 す るた め の シ ス

テ ム を開 発 す る た め の シ ーズ 的 プ ロ ジ ェ ク ト型 学 習 を

行 っ た．開発 し た Web ア プ リケ
ー

シ ョ ン シ ス テ ム で は，
画像デ ータ の 色 彩分析 を行 い ，画像 の 色彩的特徴 に お

け る 色 の 類 似 性 基 づ き類似画 像 を 検索す る ．学 生4名
が 作成 に 当た っ た，

4 ．評価 および考察

　昨年度実施 し た 取 り組 み （3．1〜3．4） の 有 効 性 に つ

い て プ ロ ジ ェ ク トの 達成度評価を行 っ た （表3〜6＞．
各 プ ロ ジ ェ ク ト型 学習で は ，要求 定義 と取 り 組み 期 間

か らな る ガ ン トチ ャ
ートを 作成す る ，こ の 要 求定義 に
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基 づ く全 体 の 達 成 度 を算出 し た，取 り 組み 度合 い に 対

し て ，3段 階 の 判定 （〇 二要求定義 を満 た す ，△ ＝ほ

ぼ 満 たす，×二満た さない ）を行い ，点数化 （○＝−2点，
△ − 1点，× −0点 ） し た ．結 果 を表 4〜7に 示 す．

　 サ ケ の ふ る さ と 館 （Web サ イ ト とパ ズ ル ） で は ，
1995年 か らの 記事デ

ー
タ が 存在 し，学習 期 間 内 に全デ

ータ をCMS に 移行す る こ と が で き な か っ た ，ま たCMS
に
一

部 変 更が 加 わ っ た た め ，そ れ に 伴 う作 業 に よ り要

求 に 対応 で きなか っ た 項 目が ある，色彩特徴 に よ る 類

似 画 像検索で は，検索結果部分 に お い て 表 形 式 で
一

覧
を 表 示 させ ，か つ ，DB に 格納 さ れ て い る画 像 デ

ー
タ

を画面上 に 表示させ る部分 の プ ロ グ ラ ミン グが学生に

は 難 し か っ た た め ，時間 内 に 開 発 を 終 え る こ とが で き

なか っ た ．全 て の プ ロ ジ ェ ク ト型 学 習 は，達 成 度 が 7

割 以 上 とな っ て い る．こ れ ら の こ とか ら，昨 年 度 実 施

し た プ ロ ジ ェ ク ト型 学 習 に よ る地 域 サ イ トの た め の コ

ン テ ン ツ 作成 ・管 理 の 取 り組 み は，一
定 の 成 果 を 挙 げ

る こ とが で きた と考えられ る．

表 3 デ ジ タ ル 環 境 白書の 要 求定 義 ・判 定結 果 ・達 成 度

要求定義 判定

冊子 の 白書 と同 じ章構 成 とす る こ と ○

難 しい 内 容を ア ニ メ
ー

シ ョ ン に す る こ と ○

使用す る 漢字を 小 学校 3 ・4 年 生 レ ベ ル とす

る こ と

○

章 ご とに 確認用 クイ ズ を設置す る こ と ○

既 に あ るデジタル 環 境 教材 とデ ザイ ン を 統
一

うす る こ と

○

コ ン テ ン ツ 内 に ボ タ ン を 配 置 し，地 域ポータ

ル サ イ トへ戻 る こ とが で きる よ うに す る こ と

○

実際に 小 学生 に利用 して も らい 利 用 ア ン ケー

ト を と る こ と

○

達 成度 100．0％

表 4 サケの ふ る さと館 （Web サ イ トとパ ズル ）の 要 求

　　　　　　 定義 ・判 定結果 ・達成 度
層
　　 要 求 定 義 判定

CMS に 実装す るた め の テ ン プ レ
ー

トフ ァ イ ル

を作成す る こ と

△

サ ケ の ふ る さ と館 に 適 合 す るデ ザ イ ン とす る

こ と

△

HTML 　4，01　Traditionalに 準拠 す る こ と ○

CSS 　2．0 に 準拠す る こ と ○

過去 の データ を CMS に移行す る こ と ×

パ ズ ル コ ン テ ン ツ をペ ージ内に 設 置 す る こ と ○

HTML 側 で 画 像 フ ァ イ ル 名 を指定す る こ とに

よ りパ ズ ル の 絵 柄 を変更可能 とす る こ と

○

ク リ ッ ク に よ り パ ズ ル ピース を 入 替 え る こ と ○

Google マ ッ プ に よ る ア ク セ ス 案 内 を設 置す る

こ と

○

Googleサ イ ト内検索 Box を設置す る こ と △

Google　Analyticsの JavaScript を 設 置 す る こ と ○

達 成 度 77．2％

表 5 サ ケ の ふ る さ と館 （ク イ ズ コ ン テ ン ツ ） の 要求定

　　　　　　　義 ・判 定結 果 ・達成度

要 求定義 判定

すで に あ る ク イ ズ 問 題 を利用 で き る こ と ○

館内の pc で動 作 で き る こ と ○

クイ ズ 問題を容易 に 作成 ・編集 で きる こ と ○

出題 時 画 像データ も利 用 で き る こ と ○

正 誤 判 定 で き る こ と ○

正 誤判定後，解説ペ ージ を表示 す る こ と 0
正 解 数 を カ ウ ン トし，点 数 を表 示 す る こ と ○

達成度 100．0％

表 6 色彩特徴 に よ る 類似 画像検索の 要 求定義 ・判定結

　　　　　　　　　 果 ・達成度

要 求 定義 判 定

HTML フ ォ
ーム か ら画像デー

タ を UP で きる

こ と

○

画像デ
ー

タ か ら色彩特徴デ
ー

タ を抽 出 で き る

こ と

○

色彩特徴デ
ー

タを DB に格納 で きる こ と ○

類 似 度 計 量 （内 積 ・ヒ ス トグ ラ ム イ ン ターセ

ク シ ョ ン ） を行 え る こ と

○

計 量 結 果 か ら類似度順 に 画像 を ソ
ー トで きる

こ と

○

画 像 の 書誌 デ
ー

タ も DB に 格納 で き る こ と ○

検索結果 と して 画像 と書誌 データ の
一

覧を表

示 で きる こ と

△

達 成 度 92．8％

5 ．ま とめ

　本 研 究 にお い て は，大 学の 情報系プ ロ ジ ェ ク ト型教

育の 学 習テー
マ と して 地 域 ポータル サ イ トの た め の 情

報 シ ス テ ム ・
コ ン テ ン ツ を 開発 し，持 続 的 な 地城 ポー

タ ル サ イ トの 運 用 に 向 け たサ イ トの 充実 に 関す る 取 り

組 み を行 っ て い る．昨 年度，地 域 の 団体
・
組織向け に，

CMS と コ ン テ ン ツ 等 を開 発 した．開発 し た シ ス テ ム と

コ ン テ ン ツ を 地 域ポータル サ イ ト上 に公 開，リ ン ク さ

せ る こ とに よ り地 域ポ ータル サ イ トの 充実 を図 っ た，
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